
https://dcba.lacounty.gov/noevictions/


https://www.dol.gov/agencies/whd/pandemic/ffcra-employee-paid-leave
https://www.dol.gov/agencies/whd/pandemic/ffcra-employee-paid-leave
https://www.gov.ca.gov/wp-content/uploads/2020/05/5.6.20-EO-N-62-20-text.pdf
https://www.gov.ca.gov/wp-content/uploads/2020/05/5.6.20-EO-N-62-20-text.pdf
https://www.labor.ca.gov/coronavirus2019/#chart
https://www.labor.ca.gov/coronavirus2019/#chart
https://www.labor.ca.gov/coronavirus2019/#chart
http://publichealth.lacounty.gov/acd/ncorona2019/covidisolation/
http://publichealth.lacounty.gov/acd/ncorona2019/covidquarantine/
http://publichealth.lacounty.gov/acd/ncorona2019/covidquarantine/
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/GuidanceWorkplaceResponse.pdf
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/GuidanceWorkplaceResponse.pdf
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/GuidanceWorkplaceResponse.pdf
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/GuidanceWorkplaceResponse.pdf
http://publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/EntryScreening.pdf
http://www.redcap.link/covidreport






http://publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/NoticeToCustomers.pdf
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D. 一般市民とのコミュニケーション対策 

 本手順のコピーを、施設のすべての公共の入口に掲示している。 

 施設内で安全を維持する方法（物理的距離の維持、フェイスカバーの着用など）について明確な

ガイダンスを提供する看板を掲示している。 

 施設の各公共の入り口に看板を掲示し、すべての従業員と訪問者に次のことを知らせている。

COVID-19の症状がある場合（発熱または悪寒、咳、息切れまたは呼吸困難、倦怠感、筋肉または体

の痛み、新たな味覚または嗅覚の喪失、喉の痛み、鼻づまりまたは鼻水、吐き気または 

嘔吐、下痢など）は施設に入らないようにする。 

 施設のオンライン発信（ウェブサイト、ソーシャルメディアなど）は、フェイスカバー着用の

必要性、予約に関するポリシー、およびその他に関する明確な情報を提供している。 

E. 重要なサービスへの公平なアクセスを確保するための対策 

 顧客・クライアントにとって重要なサービスを優先している。 

 遠隔で提供できる取引またはサービスはオンラインでのサービスに移行している。 

 移動が制限されている、または公共スペースにいることで病気にかかるリスクが高い顧客のための

商品およびサービスへのアクセスを保証するための対策を講じている。 

 

 

ビル所有者は、上記に含まれていない追加の対策は別紙に記載し、本文書に添付してください。 

 
本手順に関するご質問やご意見は、下記の者までご連絡ください。 

 
企業 

担当者名: 

  

電話番号： 

 
最終更新日: 

  

 削除済み－無効 


	本ガイダンスの対象となるすべての企業は、以下に記載されているすべての適用可能な対策を実施し、対策が実施されていない場合は、それが適用されない理由を説明する準備ができている必要があります。
	 来訪者が施設に入る際に、症状の確認を行う。症状の確認には咳、息切れ、呼吸困難、発熱または悪寒の有無、およびその個人が現在隔離・検疫命令下にあるかどうかを含む必要がある。これらの確認は、対面式で行うか、オンラインチェックインシステム、またはこれらの症状のある来訪者は施設内に入場してはならないことを通告する看板を施設の入口に掲示するなどの代替方法で行うことができる。



